
香川労働局長がベストプラクティス企業として

「帝國製薬株式会社」（東かがわ市）を訪問 ！
～荷主によるトラック運転者の長時間労働解消の取組～

香川労働局長（栗尾 保和）は、11月の「過重労働解消キャンペーン」の一環として、2023年
11月24日（金）に、帝國製薬株式会社を訪問しました。訪問は香川運輸支局、四国経済産業局と
合同で行い、運送業者である日本通運株式会社四国支店も交えて意見交換を行いました。

【ベストプラクティス企業概要】

帝國製薬株式会社

・本社所在地：香川県東かがわ市三本松５６７番地
・設立 ：1918年
・業種 ：医薬品製造販売業
・従業員数 ：763人（令和5年11月現在）

2024年4月から改正労働基準法な
どが適用されるトラック運転者の
長時間労働の要因の中には、長時
間の荷待ちなど個々の運送業の事
業主だけでは改善が困難な部分も
あり、荷主の能動的な対応が必要
不可欠です。
こうしたことから、本年度のベ

ストプラクティス企業訪問は、荷
主としてトラック運転者の労働時
間削減等に積極的に取り組んでい
る帝國製薬を訪問しました。

帝國製薬は「ホワイト物流」
推進運動に2021年10月に参加を
表明し、ホームページにおいて
荷主としての自主行動宣言を掲
載しています（QRコード参照）。

①【パレット輸送】
あらかじめ、商品が入った段ボール箱をパレット上に積載・梱包しておき、フォークリフトでパ
レットごとトラックに積み込むもの。手作業によりバラ積みを行った場合に比べ、積載効率は落
ちるが、作業時間が４分の１程度になった。

②【鉄道コンテナによるモーダルシフト】
鉄道により荷物を輸送するもの。一部の輸送で実施。トラック輸送に比べ環境負荷も少ない。

③【トラックバースの予約システム】
荷物の積みおろし時刻を予約するもの。商品の着荷主の導入に応じて発荷主として積極的に対応。

④【着時刻繰下げの連絡】
明石海峡大橋等に交通規制が生じたときは、帝國製薬から商品の着荷主に連絡。

⑤【自社社員による荷役作業の実施】
荷役作業をトラック運転者に行わせず、自社の社員が実施。

⑥【スイッチング輸送】
遠方へトラックのみで輸送する場合、中継地点を介して複数人のドライバーで輸送を分担。

⑦【土日をまたいだ配送依頼をしない】
商品の配送は月曜から木曜の間に行うよう配送計画を調整し、ドライバーの休日取得に配慮。

荷主としての取組内容



帝國製薬役員・幹部のお話

《左から
四国経済産業局 産業部
商務・流通産業課長 松岡様

香川運輸支局長 漆原様
香川労働局長 栗尾
帝國製薬代表取締役社長 藤岡様
帝國製薬常務取締役 植田様
日本通運四国支店長 鷺川様》

・荷待ち時間を30分以内とし、荷役作業を含めて60分以内に作業を終えることを基本としています。
・鉄道輸送は、トライアルで振動等による品質への影響が無いことを確認でき、実現できました。
来年4月から、運転手を１人から２人に増やすかリードタイムが＋１日となる長距離輸送経路があ
り、コストが倍加します。鉄道輸送は、今のトラック輸送よりコスト増ですが、４月以降の比較と
してはコスト減になります。

・今後は内航船によるモーダルシフトや着荷主としてのトラックバースの予約システム活用を検討し
ております。

日本通運鷺川四国支店長のお話

・帝國製薬には「健全な危機感」を
持って、一緒に手を携えて考えな
がら対応してもらっています。そ
れに応え、責任を持って帝國製薬
の荷物を運びきるようにしたいと
思います。

・元請として、当社の協力会社に長
時間労働を強いることなく、輸送
を実現して参ります。

帝國製薬藤岡社長のお話

薬（製品）が患者様に届かないと
いうことは絶対に避けなければなり
ません。そのために、具体的な対策
に取り組んでいます。

非常に有意義な意見交換をす
ることができました。ご参加、
ご協力いただいた皆様に感謝
いたします。

《帝國製薬から荷主としての取組事項について説明をしていただきました》

《出荷する商品をトラックに積み込む作業を見学しました》

・安定供給は当社の強みであり、物流も
その要素の１つです。 2024年問題は、
経営計画に組み込んだ上で対応に当
たっています。対応に当たって、まず
物流事業者に提案を求めました。双方
で知恵を出し合って取り組んでいます。


